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国　税／�給与所得者の年末調整�

� 今年最後の給与を支払う時

国　税／�給与所得者の扶養控除等（異動）申告書�

及び保険料控除申告書の提出� �

� 今年最後の給与を支払う前日

国　税／�11月分源泉所得税の納付� 12月10日

国　税／�10月決算法人の確定申告�

（法人税・消費税等）� 1月6日

国　税／�4月決算法人の中間申告� 1月6日

国　税／�1月、4月、7月決算法人の消費税の中間申告�

（年3回の場合）� 1月6日

地方税／�固定資産税・都市計画税（第3期分）の納付

� 市町村の条例で定める日

労　務／�健康保険・厚生年金保険被保険者賞与支払

届� 支払後5日以内

12 2013（平成25年）

白色申告者の記帳と帳簿書類の保存　従来、白色申告者のうち、事業所得等の合計額
が300万円超の者に限定されていた記帳と帳簿書類の保存義務が、平成26年1月からは白
色申告者全てが対象となります。青色申告書による確定申告に対しては各種の特典が設
けられていることから、これを機に青色申告への変更を検討する事業者もいるようです。

ワン
ポイント

水仙

◆  1 2 月 の 税 務 と 労 務 12月 （師走）DECEMBER

23日・天皇誕生日

日 月 火 水 木 金 土
	 1	
	8	
15	
22	
29	

	2	
	9	
16	
23	
30	

	3	
10	
17	
24	
31	

	 4	
11	
18	
25	

	5	
12	
19	
26	

	6	
13	
20	
27	

	7	
14	
21	
28	



12月号─2

　

労
働
者
が
仕
事
中
の
ケ
ガ
や
病
気

に
よ
り
死
亡
し
た
と
き
に
は
、
遺
族

補
償
給
付
（
遺
族
補
償
年
金
ま
た
は

遺
族
補
償
一
時
金
）
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
こ
の
う
ち
遺
族
補
償
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
は
、
配
偶

者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
及
び

兄
弟
姉
妹
で
あ
っ
て
、
労
働
者
の
死

亡
当
時
そ
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を

維
持
し
て
い
た
者
で
す
。
な
お
、
妻

（
内
縁
関
係
を
含
む
）
以
外
に
つ
い
て

は
、
一
定
要
件
に
該
当
し
て
い
る
も

の
に
限
ら
れ
ま
す
。

受
給
者
の
範
囲

　
遺
族
補
償
年
金
の
受
給
権
者
の
範

囲
及
び
順
位
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
遺
族
補
償
年
金
の
受
給

資
格
者
と
な
れ
る
の
は
、
①
妻
ま
た

は
六
十
歳
以
上
の
夫
ま
た
は
一
定
の

障
害
（
障
害
等
級
５
級
以
上
、
以
下

同
じ
）
に
あ
る
夫
、
②
十
八
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ま
た
は
一
定

の
障
害
に
あ
る
子
、
③
六
十
歳
以
上

の
父
母
ま
た
は
一
定
の
障
害
に
あ
る

父
母
、
④
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
あ
る
孫
ま
た
は
一
定
の
障
害
に
あ

る
孫
、
⑤
六
十
歳
以
上
の
祖
父
母
ま

た
は
一
定
の
障
害
に
あ
る
祖
父
母
、

⑥
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る

か
ま
た
は
六
十
歳
以
上
の
兄
弟
姉
妹

ま
た
は
一
定
の
障
害
に
あ
る
兄
弟
姉

妹
、
⑦
五
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満

の
夫
、
⑧
五
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
父
母
、
⑨
五
十
五
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
祖
父
母
、
⑩
五
十
五
歳
以

上
六
十
歳
未
満
の
兄
弟
姉
妹
で
す
。

こ
の
受
給
資
格
者
の
人
数
に
応
じ
た

額
が
、
受
給
権
者
の
先
順
位
者
（
①

〜
の
順
位
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
⑦
〜
⑩
ま
で
に
該
当
す
る
人

は
、
六
十
歳
に
達
す
る
ま
で
は
遺
族

補
償
年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
暫

定
的
な
受
給
権
者
で
す
。

　

労
災
保
険
に
は
、
先
順
位
者
が
失

権
す
る
と
次
順
位
者
が
、
そ
の
次
順

位
者
が
失
権
す
る
と
次
の
順
位
の
人

が
と
い
う
よ
う
に
最
後
の
順
位
の
遺

族
ま
で
権
利
が
移
転
す
る
転
給
と
い

う
制
度
の
あ
る
点
が
厚
生
年
金
保
険

と
異
な
り
ま
す
。

胎
児
で
あ
っ
た
子
が
生
ま
れ
た

と
き

　
労
働
者
の
死
亡
当
時
胎
児
で
あ
っ

た
子
に
は
、
遺
族
補
償
年
金
は
支
給

さ
れ
な
い
の
で
す
か
。

労
働
者
の
死
亡
当
時
胎
児
で
あ

っ
た
子
が
生
ま
れ
た
と
き
は
、
将
来

に
向
か
っ
て
、
そ
の
子
は
労
働
者
の

死
亡
当
時
そ
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
し
て
い
た
子
と
み
な
さ
れ
、

遺
族
数
が
一
人
分
プ
ラ
ス
さ
れ
て
遺

族
補
償
年
金
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

　

遺
族
補
償
年
金
は
、
そ
の
権
利
を

有
す
る
遺
族
の
数
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
前
記
の
よ
う
に

年
金
額
が
増
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
受
給
資
格
者
が
死
亡
し
た
り
、

一
定
年
齢
に
達
し
た
と
き
は
減
額
さ

れ
ま
す
。

生
計
維
持
関
係
の
認
定
基
準

　
労
災
保
険
の
生
計
維
持
関
係
に
か

か
る
認
定
基
準
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

労
災
保
険
で
は
、「
労
働
者
の

死
亡
当
時
に
お
い
て
、
そ
の
収
入
に

よ
っ
て
日
常
の
消
費
生
活
の
全
部
ま

た
は
一
部
を
営
ん
で
お
り
、
死
亡
労

働
者
の
収
入
が
な
け
れ
ば
通
常
の
生

活
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
る
よ
う
な
関
係
が
常
態
で
あ
っ
た

か
否
か
」
に
よ
り
判
断
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
遺
族
厚
生
年

金
の
よ
う
に
年
収
の
制
限
（
八
五
〇

万
円
未
満
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
な
判
断
基
準

　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、

生
計
維
持
関
係
が
あ
っ
た
も
の
と
認

め
て
い
る
の
で
す
か
。

次
の
場
合
は
、
生
計
維
持
関
係

が
あ
っ
た
も
の
ま
た
は
生
計
維
持
関

係
が
常
態
で
あ
っ
た
も
の
と
認
め
て

い
ま
す

①　

労
働
者
死
亡
当
時
の
遺
族
の
生

活
水
準
が
、
年
齢
、
職
業
等
が
似

て
い
る
一
般
人
を
著
し
く
上
回
ら

A

A

Q

Q

QAQA

労災保険
の
場合

生
計
維
持
関
係
の
認
定
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な
い
と
き
。

　
　

な
お
、
死
亡
労
働
者
が
共
働
き

の
遺
族
と
同
居
し
て
い
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
相
互
間
に
生
計
維
持

関
係
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
認

め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
生
計
維

持
関
係
を
認
め
て
も
よ
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
判
断
は
、
遺
族

の
消
費
生
活
に
対
す
る
死
亡
労
働

者
の
支
出
等
の
状
況
等
が
材
料
と

な
り
ま
す
。

②　

仕
事
以
外
の
ケ
ガ
や
病
気
に
よ

り
遺
族
と
の
生
計
維
持
関
係
が
失

わ
れ
て
い
る
状
態
で
も
、
そ
れ
が

一
時
的
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
。

③　

生
計
維
持
関
係
発
生
後
ま
も
な

く
労
働
者
が
死
亡
し
た
場
合
で
あ

っ
て
も
、
労
働
者
が
生
存
し
て
い

た
な
ら
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限

り
、
生
計
維
持
関
係
が
存
続
し
て

い
た
だ
ろ
う
と
推
定
で
き
る
と
き
。

④　

就
職
後
極
め
て
短
期
間
で
死
亡

し
た
た
め
遺
族
が
生
計
維
持
関
係

が
で
き
る
ま
で
に
い
た
ら
な
か
っ

た
場
合
も
、
生
存
し
て
い
た
な
ら

生
計
維
持
関
係
が
ま
も
な
く
常
態

に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
賃
金

支
払
事
情
等
か
ら
明
ら
か
に
認
め

ら
れ
る
と
き
。

内
縁
関
係
の
場
合

　
内
縁
関
係
に
あ
っ
た
人
の
場
合
は
、

ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
の
で
す

か
。

労
働
者
が
業
務
災
害
な
ど
で
死

亡
し
た
場
合
で
、
戸
籍
上
の
妻
は
い

な
い
が
内
縁
の
妻
が
い
る
場
合
は
、

内
縁
の
妻
は
遺
族
補
償
年
金
等
の
受

給
権
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

わ
れ
ま
す
。い
わ
ゆ
る
内
縁
関
係（
婚

姻
の
届
出
は
し
て
い
な
い
が
事
実
上

婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
っ
た

人
）
と
は
、「
社
会
一
般
か
ら
夫
婦

と
し
て
の
共
同
生
活
関
係
が
認
め
ら

れ
る
実
質
を
有
し
な
が
ら
も
、
民
法

に
規
定
さ
れ
て
い
る
婚
姻
の
届
出
を

し
て
い
な
い
た
め
、
法
律
上
の
夫
婦

と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
男
女
の
生
活

関
係
」
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

次
の
要
件
を
満
た
し
、
か
つ
、
社
会

的
な
い
し
第
三
者
が
こ
の
よ
う
な
事

実
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①　

当
事
者
間
に
社
会
通
念
上
夫
婦

の
共
同
生
活
と
認
め
ら
れ
る
事
実

関
係
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
合

意
が
あ
る
こ
と
。

②　

当
事
者
間
に
社
会
通
念
上
夫
婦

の
共
同
生
活
と
認
め
ら
れ
る
事
実

関
係
が
存
在
す
る
こ
と
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
近
親
間
の
婚
姻

を
禁
止
し
て
い
る
民
法
の
規
定
に
反

す
る
よ
う
な
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

重
婚
的
内
縁
関
係

　
届
出
に
よ
る
婚
姻
関
係
に
あ
り
な

が
ら
、
他
の
人
と
事
実
上
の
婚
姻
関

係
が
あ
る
人
（
重
婚
的
内
縁
関
係
）

の
場
合
は
、
ど
う
な
り
ま
す
か
。

重
婚
的
内
縁
関
係
に
あ
っ
た
場

合
の
保
険
給
付
（
未
支
給
の
保
険
給

付
、
遺
族
補
償
給
付
、
障
害
補
償
年

金
差
額
一
時
金
）
の
受
給
権
は
、
原

則
と
し
て
、
届
出
に
よ
る
婚
姻
関
係

が
優
先
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
届
出

に
よ
る
婚
姻
関
係
が
そ
の
実
体
を
失

っ
て
形
骸
化
し
、
そ
の
状
態
が
継
続

し
、
将
来
的
に
も
解
消
さ
れ
る
見
込

み
が
な
い
場
合
に
限
り
、
事
実
上
の

婚
姻
関
係
に
給
付
さ
れ
ま
す
。

婚
姻
関
係
の
形
骸
化

　
前
問
の「
婚
姻
関
係
の
形
骸
化
云
々
」

と
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
を
い
う
の

で
す
か
。

婚
姻
の
届
出
は
し
て
い
る
が
、

当
事
者
間
に
社
会
通
念
上
夫
婦
の
共

同
生
活
と
認
め
ら
れ
る
事
実
関
係
を

維
持
し
よ
う
と
す
る
合
意
が
な
く
な

っ
て
い
て
、
そ
れ
が
存
続
し
な
く
な

っ
た
と
認
め
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
場

合
を
い
い
ま
す
。

①　

被
災
者
の
死
亡
当
時
、
当
事
者

間
に
お
い
て
、
婚
姻
関
係
の
形
骸

化
及
び
そ
の
状
態
の
固
定
化
を
容

易
に
推
認
で
き
る
ほ
ど
の
長
期
間

に
わ
た
る
別
居
状
態
が
継
続
中
で

あ
っ
た
こ
と
。

②　

①
の
別
居
期
間
中
、
当
事
者
間

に
お
い
て
、
電
話
連
絡
、
書
簡
ま

た
は
訪
問
等
に
よ
る
交
流
の
事
実

が
な
く
、
音
信
不
通
ま
た
は
そ
れ

に
準
じ
た
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
。

し
た
が
っ
て
、
生
活
費
だ
け
を
仕

送
り
し
て
い
た
だ
け
で
は
交
流
が

あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

③　

別
居
期
間
中
、
正
常
な
夫
婦
関

係
の
回
復
、
別
居
生
活
の
解
消
を

図
る
た
め
の
継
続
し
た
努
力
の
形

跡
が
当
事
者
の
い
ず
れ
に
も
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
。
な
お
、
届
出
に

よ
る
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
人
に
つ

い
て
、
生
活
状
態
等
か
ら
こ
れ
ら

の
継
続
し
た
努
力
が
期
待
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
除
く
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

QA

AA QQ
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　平成25年度以降、昭和28年４月２日以
後生まれの男性（女性は５年遅れ）から、
特別支給の老齢厚生年金（報酬比例部分）
の支給開始年齢が、61歳以後に順次引き
上げられ（下表を参照してください）、最
終的には60歳台前半の老齢給付が行われ
ないこととなります（老齢年金の繰上げ受
給は可）。
　60歳から64歳まで支給される特別支給
の老齢厚生年金には、厚生年金保険の被保

険者期間が20年以上ある人（40歳（女性
の場合は35歳）以降15年以上あるいわゆ
る中高齢の期間短縮特例の対象者を含む）
が、定額部分の支給開始年齢に達した時点
で、その人に生計を維持する65歳未満の
配偶者または18歳に達した日以後最初の
３月31日までの間にある子（１級または
２級の障害の状態にある子は20歳未満）
がいる場合には加給年金を加算する制度が
あります。
　この加給年金の支給開始年齢が、老齢年
金の引上げ措置により、原則として昭和24
年４月２日以後生まれの男性から65歳以
降になりました。

　老齢年金・障害年金の受給権者が死亡す
ると、その遺族に遺族年金等の他に、その
死亡した人に支給すべき年金でまだ支給し
ていないものが「未支給の年金」として支
給されますので、年金事務所に請求します。
　年金は、それを支給すべき理由が生じた
月の翌月から、死亡したときなど権利が消
滅した月まで、毎年偶数月に、それぞれ前
２カ月分がまとめて支給されますので、必
ず未支給の年金が発生します。
　これを受けられる遺族は、配偶者（内縁
関係にある人を含む）、子、父母、孫、祖
父母または兄弟姉妹（遺族厚生年金などの
ように年齢要件はない）であって、その人
の死亡当時その人と生計を同じくしていた
人のうち最先順位者（同順位者が複数いる
場合は、その全員）です。
　労災から保険給付を受けていた場合も同
様で、その未支給分を労働基準監督署に請
求します。
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60歳台前半の老齢年金の引上げスケジュール
生年月日（男性） 支給開始

年齢
生年月日（女性）

定額部分 報酬比例部分 定額部分 報酬比例部分
S	16.4.2 〜 18.4.1 S	28.4.2 〜 30.4.1 61歳 S	21.4.2 〜 23.4.1 S	33.4.2 〜 35.4.1
S	18.4.2 〜 20.4.1 S	30.4.2 〜 32.4.1 62歳 S	23.4.2 〜 25.4.1 S	35.4.2 〜 37.4.1
S	20.4.2 〜 22.4.1 S	32.4.2 〜 34.4.1 63歳 S	25.4.2 〜 27.4.1 S	37.4.2 〜 39.4.1
S	22.4.2 〜 24.4.1 S	34.4.2 〜 36.4.1 64歳 S	27.4.2 〜 29.4.1 S	39.4.2 〜 41.4.1
S	24.4.2 〜 S	36.4.2 〜 65歳 S	29.4.2 〜 S	41.4.2 〜

昭和28年４月２日以後生ま
れの老齢年金

年金受給者が死亡したとき
再
離
職
後
の
保
険
給
付


